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市民と市政の歩み
まちづくり・市民の活躍

主
な
で
き
ご
と

主
な
で
き
ご
と

8

能
美
市
戦
没
者
慰
霊
式
・
追
悼
法
要

日
清
戦
争
以
後
の
英
霊
に
　

〜
戦
後
80
年
の
節
目
の
年
〜

挨
拶
を
述
べ
る
新
田
遺
族
会
副
会

長出
品
作
家
の
解
説
に
聞
き
入
る
参

加
者

　

８
月
1
日
、
寺
井
地
区

公
民
館
で
能
美
市
戦
没
者

慰
霊
式
・
追
悼
法
要
を
開

催
し
、
遺
族
ら
約
70
人
が

日
清
戦
争
以
降
に
戦
没
し

た
９
７
６
柱
の
英
霊
の
冥

福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

井
出
市
長
は
式
辞
で
「
二

度
と
戦
争
を
起
こ
す
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
こ
れ
か

ら
も
安
全
・
安
心
に
暮
ら

す
た
め
、
生
命
と
財
産
を

守
っ
て
い
く
。
30
年
、
50

年
と
続
く
能
美
市
を
目
指

し
て
い
く
。
平
和
の
尊
さ
、

第
81
回
現
代
美
術
展
能
美
展
を
開
催

出
品
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も

　

県
内
最
大
級
の
公
募
美

術
展
の
巡
回
展
で
あ
る

「
現
代
美
術
展
能
美
展
」
が

Ｋ
Ａ
Ｍ
能
美
市
九
谷
焼
美

術
館
|
五
彩
館
|
|
浅
蔵

五
十
吉
記
念
館
|
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
か
ら
19
日
ま

で
県
を
代
表
す
る
作
家
や

能
美
市
・
川
北
町
の
地
元

作
家
の
作
品
を
中
心
に
、

６
部
門
１
０
４
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
日
、
11
日
に
は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
出
品
作
家
の
解

説
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
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７
月
18
日
、
日
本
ガ
イ

シ
株
式
会
社
石
川
工
場
お

よ
び
Ｎ
Ｇ
Ｋ
セ
ラ
ミ
ッ
ク

デ
バ
イ
ス
株
式
会
社
石
川

工
場
か
ら
、
市
の
環
境
活

動
を
目
的
に
19
万
２
千
円

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

寄
附
金
は
従
業
員
が
社

内
や
家
庭
で
節
電
や
リ
サ

イ
ク
ル
な
ど
エ
コ
な
活
動

に
取
り
組
ん
だ
際
に
付
与

さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
金
額

に
換
算
し
た
も
の
で
す
。

日
本
ガ
イ
シ
㈱
・
Ｎ
Ｇ
Ｋ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス
㈱
か
ら
ご
寄
附

エ
コ
活
動
で
得
た
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
寄
附

左から松本さん、布目工場長、

井出市長、松原工場長、浅野さん

能
美
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
２
０
２
５

金
沢
武
士
団
の
選
手
が
市
内
小
中
学
生
を
指
導

東
レ
ア
ロ
ー
ズ
滋
賀
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が
市
内
中
学
生
を
指
導

　

７
月
23
日
、
寺
井
体
育

館
で
「
能
美
市
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

２
０
２
５
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

Ｂ
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
金

沢
武
士
団
で
活
躍
中
の
松ま

つ

尾お

河が

秋
し
ゅ
う

選
手
、
土つ

ち

田だ

ト
リ
ス

タ
ン
葉よ

う

通
訳
兼
練
習
生
兼
ス

　

８
月
１
日
、
物
見
山
総

合
体
育
館
で
「
東
レ
ア
ロ

ー
ズ
滋
賀
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｖ
リ
ー
グ
に
所
属
す
る

東
レ
ア
ロ
ー
ズ
滋
賀
で
活

躍
中
の
越こ

し

谷や

章
あ
き
ら

監
督
、
谷や

島じ
ま

里り

さ咲
選
手
、
大お

お
か
わ川

愛あ
い

海み

選
手
、
川か

わ
ぞ
え副

華か

え

で笑
選
手
、

ク
ー
ル
コ
ー
チ
、
東

ひ
が
し

野の

恒こ
う

紀き

選
手
、
富と

み

田だ

一い
っ

成せ
い

選
手
、

岐き

づ津
晃こ

う
へ
い平

ス
ク
ー
ル
コ
ー
チ

が
市
内
小
中
学
生
68
人
を
指

導
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
一
流
選
手
か
ら

精
神
力
や
ス
キ
ル
に
つ
い
て

学
び
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

林は
や
し

田だ

愛あ
い

佳か

選
手
が
、
市
内

中
学
生
１
０
０
人
を
指
導

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
サ
ー
ブ
や
パ
ス

な
ど
の
基
本
動
作
の
練
習

を
行
い
、
中
学
生
は
選
手

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

選
手
を
交
え
た
試
合
の
様
子

選
手
か
ら
指
導
を
受
け
る
参
加
者

　

当
日
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

上
位
者
の
日
本
ガ
イ
シ
㈱

の
浅
野
正
孝
さ
ん
と
Ｎ
Ｇ

Ｋ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス

㈱
の
松
本
忍
さ
ん
が
活
動

内
容
を
報
告
し
、
日
本
ガ

イ
シ
㈱
の
松
原
正
明
工
場

長
と
Ｎ
Ｇ
Ｋ
セ
ラ
ミ
ッ
ク

デ
バ
イ
ス
㈱
の
布
目
和
彦

工
場
長
が
寄
附
金
の
目
録

を
井
出
市
長
に
手
渡
し
ま

し
た
。

ぼ
く
も
わ
た
し
も
ト
ム
ソ
ー
ヤ
！
２
０
２
５

五
感
を
使
っ
て
自
然
を
感
じ
る

　

７
月
20
日
に
石
川
県
県

民
の
森
で
の
み
♥
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
「
ぼ

渓
流
登
り
を
楽
し
む
参
加
者

く
も
わ
た
し
も
ト
ム
ソ
ー

ヤ
！
２
０
２
５
」
が
開
催

さ
れ
、
能
美
市
に
住
む
親

子
60
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

自
然
体
験

事
業
と
し
て
、

渓
流
で
イ
ワ

ナ
を
捕
ま
え
、

つ
る
の
巻
き
方
を
説
明
す
る
中
庄

町
丸
い
も
娯
楽
会
の
本
忠
儀
さ
ん

　

７
月
10
日
、
福
岡
保
育

園
の
年
長
組(

き
く
ぐ
み)

24
人
が
中
庄
町
の
畑
で
丸

い
も
の
つ
る
巻
き
体
験
を

し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
市
の
特
産

物
で
あ
る
加
賀
丸
い
も
の

栽
培
や
普
及
に
取
り
組
ん

で
い
る
「
中
庄
町
丸
い
も

娯
楽
会
食
育
グ
ル
ー
プ
」

の
企
画
で
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
園
児
た
ち
は
保

護
者
と
協
力
し
、
支
柱
に

張
ら
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
紐
へ

つ
る
を
丁
寧
に
巻
き
つ
け

て
い
き
ま
し
た
。

　

秋
に
は
収
穫
体
験
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

福
岡
保
育
園
児
が
加
賀
丸
い
も
の
つ
る
巻
き
体
験

中
庄
町
丸
い
も
娯
楽
会
と
一
緒
に

戦
争
の
悲
惨
さ
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
次
世
代
に

語
り
継
い
で
い
く
。
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
田
中
大
佐
久
市
議

会
議
長
、
新に

っ

た田
芳よ

し

夫お

遺
族

会
副
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ

「
平
和
の
大
切
さ
、
命
の
尊

さ
を
語
り
継
い
で
い
く
」

と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
式
典
後
は
引
き
続

き
追
悼
法
要
を
行
い
ま
し

た
。

県
消
防
操
法
大
会
に
寺
井
分
団
が
出
場

２
大
会
連
続
出
場

　

７
月
26
日
、
石
川
県
消

防
学
校
で
、
第
70
回
石
川

県
消
防
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
、
代
表
の
能
美
市
消

防
団
寺
井
分
団
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
約

３
か
月
間
の
訓
練

に
よ
っ
て
培
わ
れ

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

や
規
律
の
と
れ
た
機
敏
な

動
き
を
多
く
の
観
客
の
前

で
披
露
し
ま
し
た
。

そ
の
場
で
さ
ば
い
て
、
炭

火
焼
に
し
て
食
べ
る
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
は
冷
た

い
川
で
水
遊
び
を
し
た

り
、
渓
流
登
り
や
ド
ラ
ム

缶
風
呂
を
体
験
し
た
り
し

て
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。


